
田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』

荊

木

美

行

令
和
元
年
八
月
十
日
発
行

皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
四
号

抜
刷



皇
學
館
論
叢

第
五
十
二
巻
第
四
号

令

和

元

年

八

月

十

日

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』

荊

木

美

行

□

要

旨

平
成
三
十
年
十
一
月
に
逝
去
さ
れ
た
元
皇
學
館
大
学
学
長
田
中
卓
博
士
は
、
学
長
と
し
て
皇
學
館
大
学
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
、

ご
専
門
と
す
る
日
本
古
代
史
の
研
究
の
分
野
で
偉
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
と
く
に
、
博
士
の
古
典
や
系
譜
に
対
す
る
取
り
組
み
は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
り
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
基
礎
的
研
究
は
博
士
の
代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
小
論
で
は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
博
士
が
、

建
武
二
年
の
奥
書
を
も
つ
系
統
の
写
本
を
評
価
し
た
点
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
十
一
巻
以
降
に
つ
い
て
は
、
博
士
の
評
価
と
は
逆
に
、

延
文
五
年
系
の
写
本
の
ほ
う
が
原
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

田
中
卓

日
本
古
代
史

新
撰
姓
氏
録

皇
學
館
大
学
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は
じ
め
に

去
る
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
四
日
、
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
田
中
卓
博
士
が
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
五
。

博
士
は
、
大
正
十
二
年
十
二
月
十
二
日
、
大
阪
市
の
お
生
ま
れ
。
旧
制
の
浪
速
高
等
学
校
（
文
科
乙
類
）、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国

史
学
科
を
ご
卒
業
の
の
ち
、
阿
部
野
高
等
学
校
教
諭
・
大
阪
府
立
社
会
事
業
短
期
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
（
１
）、

昭
和
三
十
七
年
か
ら
私
立
大

学
と
し
て
再
興
さ
れ
た
皇
學
館
大
学
に
着
任
。
平
成
六
年
三
月
に
大
学
院
教
授
を
退
任
さ
れ
る
ま
で
（
学
部
教
授
の
退
職
は
平
成
四
年
三

月
）、
文
学
部
長
・
学
長
を
歴
任
し
、
大
学
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
地
方
に
あ
る
私
立
の
単
科
大
学
と
し
て
発
足
し
、
当
初
は
二
学
科

百
人
定
員
の
小
規
模
校
が
、
の
ち
に
三
学
部
定
員
七
百
人
の
規
模
の
大
学
に
発
展
し
た
の
は
、
博
士
の
学
長
と
し
て
の
土
臺
作
り
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
博
士
の
功
績
の
一
つ
に
数
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
博
士
の
本
領
は
、
日
本
古
代
史
の
研
究
で
あ
る
。
還
暦
を
機
に
刊
行
の
始
ま
っ
た
『
田
中
卓
著
作
集
』

全
十
一
巻
十
二
冊
や
そ
の
続
編
で
あ
る
『
続
・
田
中
卓
著
作
集
』
全
六
巻
（
い
ず
れ
も
国
書
刊
行
会
発
行
）
は
、
博
士
の
長
年
に
わ
た
る
研

究
の
集
大
成
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
古
代
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
博
士
の
研
究
成
果
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

博
士
の
研
究
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
壬
申
の
乱
・
伊
勢
神
宮
の
創
祀
・
郡
司
制
の
成
立
・『
新
撰
姓
氏
録
』
の
研
究
・『
住
吉
大
社
神
代

記
』
の
研
究
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
の
分
野
の
先
駆
的
な
研
究
で
あ
っ
て
、
問
題
の
勘
所
を
と
ら
え
る
直
感
、
手
堅
い
考
証
、
鋭
い
発
想
、

い
ず
れ
を
と
っ
て
も
博
士
の
学
問
は
卓
越
し
て
お
り
、
そ
の
研
究
は
こ
ん
に
ち
な
お
学
界
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

筆
者
も
ま
た
、
博
士
の
研
究
か
ら
多
大
な
学
恩
を
蒙
っ
た
一
人
で
あ
り
、
皇
學
館
大
学
着
任
後
は
、
直
接
教
え
を
受
け
る
こ
と
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
博
士
は
、
筆
者
の
恩
師
井
上
辰
雄
先
生
と
昵
懇
で
、
こ
の
お
二
人
か
ら
指
導
を
受
け
え
た
こ
と
は
、
若
き
日
の
幸
運
で
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あ
っ
て
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

た
だ
、
筆
者
自
身
、
な
が
ら
く
研
究
を
続
け
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
博
士
と
見
解
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
邪
馬
臺

国
論
、
倭
の
六
王
説
、
崩
年
干
支
の
信
憑
性
、
豊
受
大
神
宮
の
鎮
座
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
不
本
意
で
は
あ
っ
た
が
、
拙
論
に
お
い
て
博

士
の
学
説
に
異
を
唱
え
る
こ
と
が
、
幾
度
か
あ
っ
た
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
写
本
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
博
士
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
も
、
博
士
と
は

異
な
る
考
え
を
抱
い
て
い
た
。
心
残
り
な
の
は
、
博
士
の
逝
去
に
よ
っ
て
、
拙
見
に
対
す
る
賛
否
を
う
か
が
う
機
会
を
失
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
小
論
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
べ
つ
つ
、
博
士
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
研
究
を
偲
ぶ
縁よ

す
がと
し
た
い
。

一

さ
き
に
も
す
こ
し
ふ
れ
た
こ
と
だ
が
、
博
士
は
、
大
学
卒
業
後
、
風
土
記
を
は
じ
め
、『
住
吉
大
社
神
代
記
』『
懐
風
藻
』『
元
興
寺
縁

起
並
流
記
資
財
帳
』
な
ど
、
そ
れ
ま
で
研
究
者
が
あ
ま
り
手
を
つ
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
古
典
籍
や
史
料
の
テ
キ
ス
ト
研
究
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
史
料
を
も
と
に
古
代
史
研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
信
頼
の
お
け
る
テ
キ
ス
ト
を
備
え
る
必
要
が
あ
る

と
す
る
博
士
の
信
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
ま
っ
た
く
理
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
る
。

博
士
が
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
研
究
に
手
を
染
め
ら
れ
た
の
も
、
や
は
り
、
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
同
書
は
、
古
代
氏
族
の
研
究
の
基

本
史
料
だ
が
、
博
士
が
そ
の
重
要
性
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
平
田
篤
胤
の
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
「
新
撰
姓
氏
録
の
論
」
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（『
田
中
卓
著
作
集
』
第
九
巻
「
序
」〈
国
書
刊
行
会
、
平
成
八
年
九
月
〉
四
～
五
頁
）。

博
士
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
研
究
の
大
半
は
、
著
作
集
の
第
九
巻
「
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
（
２
）、

テ
キ
ス
ト
に
関
す

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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る
博
士
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
、
現
行
『
新
撰
姓
氏
録
』
は
抄
本
で
あ
る
こ
と
、
建
武
系
写
本
と
延
文
系
写
本
と
で
は
前
者
の
ほ
う
が
す

ぐ
れ
て
い
る
、
と
い
う
二
点
に
尽
き
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
に
ち
学
界
の
通
説
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
か
、
後
者
に
つ
い
て
は
な
お

意
見
が
岐
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
博
士
の
所
説
を
紹
介
す
る
前
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
概
略
を
の
べ
つ
つ
、
問
題
の
所
在
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』
は
、
京
畿
内
を
本
貫
地
と
す
る
諸
氏
族
一
千
百
八
十
二
氏
に
つ
い
て
、

出
自
・
姓
氏
の
由
来
・
系
譜
な
ど
の
情
報
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
。

現
伝
す
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
写
本
は
、
目
録
に
あ
っ
た
諸
氏
族
名
の
下
に
原
本
の
要
点
を
抽
出
し
た
、
一
種
の
抄
本
で
あ
る
（
田
中

卓
「
日
本
紀
講
書
と
新
撰
姓
氏
録
の
撰
述
」『
田
中
卓
著
作
集
』
第
九
巻
〈
前
掲
〉
八
六
～
八
七
頁
）。
抄
本
で
は
あ
る
が
、
同
書
に
は
、
弘
仁
六
年

（
八
一
五
）
七
月
二
十
日
の
年
紀
を
も
つ
上
表
と
、
無
年
紀
の
序
が
備
わ
っ
て
お
り
（
た
だ
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
一
部
の
写
本
に
は
「
序
」
が

な
い
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
編
纂
の
経
緯
が
あ
る
程
度
知
ら
れ
る
。

田
中
博
士
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
撰
進
は
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
六
月
の
こ
と
で
、
現
行
の
序
は
、
の
ち
の
補
訂
の
あ
と
が
あ
る
も
の
の
、

こ
の
と
き
書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
い
っ
ぽ
う
、
上
表
の
ほ
う
は
、
翌
年
七
月
の
再
撰
進
の
際
に
附
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
（「
新
撰

姓
氏
録
撰
述
の
次
第
」『
田
中
卓
著
作
集
』
第
九
巻
〈
前
掲
〉
所
収
）。

『
新
撰
姓
氏
録
』
の
編
輯
方
針
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
序
に
、
こ
ん
に
ち
云
う
と
こ
ろ
の
「
凡
例
」
に
相
当
す
る
記
述
が
あ
っ
て
、
こ

れ
を
読
め
ば
、
収
載
し
た
一
千
百
八
十
二
の
氏
族
を
、
一
定
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
分
類
・
排
列
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
基
準

が
、「
三
体
」
と
「
三
例
」
で
あ
る
。

ま
ず
、「
三
体
」
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
序
に
、

天
神
地
祇
之
冑
。
謂
二
之
神
別
一。
天
皇
皇
子
之
派
。
謂
二
之
皇
別
一。
大
漢
三
韓
之
族
。
謂
二
之
諸
蕃
一。
所
下
以
別
二
同
異
一
序
中
前
後
上。
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是
為
二
三
体
一
也
。

と
あ
る
よ
う
に
（
３
）、

氏
族
の
同
異
を
辨
別

べ
ん
べ
つ

し
、
氏
族
の
新
旧
を
順
序
づ
け
る
た
め
の
方
便
だ
っ
た
ら
し
い
。
具
体
的
に
は
、『
新
撰
姓
氏

録
』
に
掲
載
す
る
氏
族
を
、
皇
別
（
天
皇
を
始
祖
と
す
る
氏
族
）・
神
別
（
記
紀
の
神
代
巻
に
み
え
る
神
々
を
始
祖
と
す
る
氏
族
）・
諸
蕃
（
中
国
・

朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
系
氏
族
）
に
類
別
す
る
こ
と
を
い
う
。
現
行
の
『
新
撰
姓
氏
録
』（
こ
れ
が
抄
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
）
は

こ
の
基
準
に
沿
っ
て
巻
次
を
編
成
し
て
お
り
、
第
一
巻
か
ら
十
巻
ま
で
を
皇
別
、
第
十
一
巻
か
ら
二
十
巻
ま
で
を
神
別
、
さ
ら
に
第
二
十
一

か
ら
二
十
九
巻
ま
で
を
諸
蕃
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
皇
別
・
神
別
・
諸
蕃
の
各
項
で
は
、
氏
族
を
左
京
・
右
京
、
山
城
・
大
和
・
摂
津
・
河
内
・
和
泉
と
い
う
括
り
で
排
列
し

て
い
る
が
、
真
人
姓
の
氏
族
に
つ
い
て
は
「
皇
別
の
上
氏
」
ゆ
え
に
、
左
京
・
右
京
・
山
城
国
・
大
和
国
・
摂
津
国
の
分
を
一
括
し
て
皇

別
の
巻
首
に
お
き
（
第
一
巻
）、
未
詳
の
氏
族
は
最
後
の
第
三
十
巻
に
集
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
序
に
、

真
人
是
皇
別
之
上
氏
也
。
并
二
集
京
畿
一。
以
為
二
一
巻
一。
附
二
皇
別
首
一。
未
定
是
諸
氏
之
未
レ
明
也
。
惣
為
二
一
巻
一。
附
二
諸
蕃
尾
一。

と
み
え
る
と
お
り
で
あ
る
。

二

と
こ
ろ
で
、
序
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
三
体
」
と
は
べ
つ
に
、
個
々
の
氏
族
の
出
自
の
記
述
に
あ
た
り
、「
三
例
」
と
い
う
基
準
を

設
け
た
と
い
う
。
こ
の
「
三
例
」
に
つ
い
て
は
、
序
の
な
か
で
「
三
体
」
と
の
対
比
で
、「
本
二
其
元ㅤ
生ㅤ
一。
則
有
二
三
体
一。
跡
二
其
群ㅤ
分ㅤ
一。

則
有
二
三
例
一。」
と
の
べ
、
そ
の
基
準
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

①
枝
別
之
宗
・
特
立
之
祖
。
書
曰
二
出
自
一。
②
或
古
記
本
系
並
録
而
載
。
或
載
二
古
記
一
而
漏
二
本
系
一。
或
載
二
本
系
一
而
漏
二
古
記
一。
書

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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甲
→
枝
別
之
宗
・
特
立
之
祖
。
書
曰
二
出
自
一。

乙
・
丙
→
或
古
記
本
系
並
録
而
載
。
或
載
二
古
一
記
而
漏
二
本
系
一。
或
載
二
本
系
一
而
漏
二
古
記
一。
書
曰
二
同
祖
之
後
一。

丁
→
宗
氏
古
記
雖
レ
云
二
遺
漏
一。
而
立
レ
祖
不
レ
謬
。
但
事
渉
二
狐
疑
一。
書
曰
二
之
後
一。

○
○

甲
（
出
自
二
○
○
一。
／
出
自
二
○
○
之
後
□
□
一。）

乙
（
甲
同
祖
。
△
△
之
後
。）

丙
（
甲
同
祖
。
×
×
之
後
。）

丁
（
◇
◇
之
後
）

〔
□
□
〕

△
△

×
×

◇
◇

『新Ḥ姓氏録』「三例」のイメージ



曰
二
同
祖
之
後
一。
③
宗
氏
古
記
雖
レ
云
二
遺
漏
一。
而
立
レ
祖
不
レ
謬
。
但
事
涉
二
狐
疑
一。
書
曰
二
之
後
一。
所
下
以
辨
二
遠
近
一
示
中
親
踈
上。
是

為
二
三
例
一
也
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
「
枝
別
之
宗
」「
特
立
之
祖
」
は
「
出
自
」
と
書
す
、
②
古
記
ま
た
は
本
系
の
ど
ち
ら
か
い
っ
ぽ
う
、
ま
た
は
両

方
に
記
載
が
あ
る
も
の
を
「
同
祖
之
後
」
と
書
す
、
③
「
宗
氏
」
に
関
し
て
は
古
記
に
遺
漏
が
あ
る
と
は
い
え
、
祖
を
立
て
る
こ
と
に
誤

謬
が
な
い
、
た
だ
し
事
狐
疑

こ

ぎ

に
渉わ

た

る
の
で
「
之
後
」
と
書
す
、
と
い
う
原
則
を
立
て
、
こ
れ
を
「
三
例
」
と
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
序
に
お
い
て
、「
跡
二
其
群
分
一。
則
有
二
三
例
一
」「
所
下
以
辨
二
遠
近
一
示
中
親
踈
上。
是
為
二
三
例
一

也
」
と
繰
り
返
し
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
諸
氏
族
の
群
分
を
あ
と
づ
け
る
た
め
に
、
氏
族
間
の
本
枝
関
係
に

よ
っ
て
そ
の
親
疎
（
遠
近
）
の
度
合
い
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
は
、
ま
ず
、
氏
族
を
そ
の
元は

じ
めに

よ
り
分
類
し
（「
三
体
」）、
つ
い
で
、「
三
例
」
に
よ
っ
て
相
互
の
関
係
の
有
無
を
示
す
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
三
体
」
と
「
三

例
」
は
、
同
書
を
織
り
成
す
経

た
て
い
とと

緯
よ
こ
い
とに

も
喩
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
み
る
と
、「
三
体
」「
三
例
」
に
つ
い
て
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
編
者
の
立
て
た
、
い
ち
お
う
の
基
準
の
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
準
が
出
自
の
記
載
に
あ
た
っ
て
実
際
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
、
現
行
抄
本
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

「
三
体
」
の
ほ
う
は
と
も
か
く
、「
三
例
」
に
つ
い
て
は
問
題
が
多
い
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
抄
出
・
転
写
の
段
階
に
お
け
る
原
文
の
誤

写
・
改
変
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
は
、
第
二
十
一
巻
以
降
で
あ
る
。

第
二
十
一
～
三
十
巻
に
登
載
さ
れ
る
氏
族
は
、（
七
四
〇
）
太
秦
公
宿
禰
か
ら
（
一
一
八
二
）
山
田
造
ま
で
全
部
で
四
百
四
十
三
氏
に
及

ぶ
が
、
こ
の
う
ち
、
建
武
二
年
系
の
写
本
に
「
之
後
」
と
あ
る
も
の
が
、
延
文
五
年
系
の
そ
れ
で
は
「
出
自
」
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

（
こ
れ
ら
写
本
に
つ
い
て
は
、
後
述
参
照
）、
お
お
よ
そ
百
五
十
一
例
存
在
す
る
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
と
も
に
「
出
自
」
と
す
る
例
が
九
、「
之
後
」

と
す
る
例
は
百
七
十
に
も
あ
る
の
で
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
圧
倒
的
に
多
い
と
は
云
え
な
い
）。
し
か
も
、
そ
れ
は
各
巻
に
遍
く
及
ん
で
い
る
。
こ
れ

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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は
、
た
ん
な
る
写
し
間
違
い
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
と
も
い
う
べ
き
、
大
掛
か
り
な
改
変
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
写
本

を
是
と
す
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
写
本
と
原
本
の
親
疎
関
係
に
か
か
わ
る
、
重
要
な
相
違
な
の
で
あ
る
。

三

そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
写
本
系
統
に
つ
い
て
解
説
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

現
存
す
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
は
、
目
録
に
あ
っ
た
諸
氏
族
名
の
下
に
原
本
の
要
点
、
お
も
に
「
序
」
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
三
例
」
を
し

る
し
た
部
分
を
抽
出
し
た
、
一
種
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
で
あ
っ
て
、
編
纂
当
時
の
原
本
で
は
な
い
こ
と
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
と
お
り
で

あ
る
。
序
文
の
下
に
加
え
ら
れ
た
「
又
抄
二
姓
氏
録
文
一
注
二
於
此
巻
一。
是
皆
為
レ
備
二
指
掌
一。
私
所
レ
為
也
」
と
い
う
書
入
れ
は
、
這
般
の

事
情
を
よ
く
示
し
て
い
る
が
、
田
中
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
政
府
官
人
や
知
識
人
の
必
要
に
応
じ
て
、
平
安
時
代
、
そ
れ
も
は
や
い

時
期
に
「
抄
二
姓
氏
録
文
一
注
二
於
此
巻
一。」
と
い
う
操
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（「
新
撰
姓
氏
録
の
基
礎
研
究
」『
田
中
卓
著
作
集
』

第
九
巻
〈
前
掲
〉
四
〇
～
四
一
頁
）。
し
か
も
、
皇
別
に
の
み
散
見
す
る
「
日
本
紀
合
」「
続
日
本
紀
合
」
と
い
っ
た
注
記
は
、
原
本
に
は
な
か
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
だ
と
す
る
と
、
現
行
の
抄
本
は
か
な
ら
ず
し
も
原
本
に
あ
る
情
報
だ
け
を
抜
き
出
し
た
も
の
と
は
云
え

ぬ
、
や
や
異
質
の
抄
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
抄
本
に
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
さ
き
に
も
名
前
を
出
し
た
が
、
一
つ
は
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）

系
統
の
も
の
で
、
奥
書
に
、

已
上
卅
一
巻

兼
治
判
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以
吉
田
前
内
府
御
本
重
校
合
了
。
両
方
点

付
之
。

建
武
二
年
捌
月
七
日

判

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
（
以
下
、「
建
武
二
年
系
本
」
と
称
す
る
）。
こ
の
系
統
の
も
の
と
し
て
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』

現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
菊
亭
文
庫
本
（
４
）や

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
柳
原
本
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
い
ま
一
つ
の
系
統
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
写
本
の
奥
書
に
、

此
條
々
延
文
五
年
庚
子
七
月
以
他
本
書
加
之
。

神
祇
大
副
兼
豊

判

と
あ
る
こ
と
に
因
ん
で
「
延
文
系
本
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、「
延
文
五
年
系
本
」）。
こ
の
系
統
の
写
本
と
し
て
は
、
佐
伯
博

士
が
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
）
の
底
本
に
採
用
さ
れ
た
神
宮
文
庫
所
蔵
の
御
巫
清
直
旧
蔵

本
や
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
度
会
延
良
本
な
ど
が
あ
る
。

『
新
撰
姓
氏
録
』
の
写
本
が
こ
う
し
た
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
、
田
中
博
士
が
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
（
こ
の

見
解
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
の
史
学
会
で
の
研
究
発
表
で
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
（
５
））、

こ
れ
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
鉄
案
で
あ
る
。

た
だ
し
、
両
者
は
、
ま
っ
た
く
別
系
統
の
写
本
で
は
な
い
。
佐
伯
博
士
に
よ
れ
ば
、
延
文
五
年
系
本
は
、
二
つ
の
異
な
る
本
か
ら
な
る

複
合
本
で
、
は
じ
め
は
建
武
二
年
系
本
と
同
じ
な
流
れ
に
属
す
る
第
一
巻
よ
り
第
二
十
一
巻
ま
で
の
み
の
、
し
か
も
序
文
や
右
京
皇
別
の

山や
ま

道じ

真
人
の
條
か
ら
摂
津
国
皇
別
の
五
字
ま
で
を
脱
し
た
不
完
全
な
残
簡
本
で
あ
っ
た
も
の
に
、
系
統
の
異
な
る
第
二
十
一
巻
以
降
の
残

簡
本
を
結
合
さ
せ
た
特
異
な
本
だ
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
ぎ
ゃ
く
に
、
第
二
十
一
巻
以
降
の
み
の
残
簡
本
に
建
武
二
年
系
本
と
同
じ
系
統

の
第
一
～
二
十
一
巻
を
あ
わ
せ
た
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
〈
前
掲
〉
二
一
～
二
二
頁
）、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
延
文
五
年
系
本
は
、
第
一
～
二
十
一
巻
の
部
分
は
建
武
二
年
系
本
と
同
じ
系
統
の
写
本
で
、
残
る
第
二
十
一
巻
か
ら
最

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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後
ま
で
が
、
こ
れ
と
は
別
系
統
の
写
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
、
も
っ
と
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
き
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
佐
伯
博
士
が
校
訂
さ
れ
た
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本

文
篇
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
延
文
五
年
系
本
の
代
表
的
写
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
所
蔵
の
御
巫
清
直
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。『
新
撰

姓
氏
録
』
研
究
（
前
掲
）
の
第
一
人
者
で
あ
る
佐
伯
博
士
の
判
断
だ
け
に
、
一
般
の
ひ
と
に
は
建
武
二
年
系
本
よ
り
も
延
文
五
年
系
本
の

ほ
う
が
す
ぐ
れ
た
写
本
で
あ
る
と
の
印
象
を
与
え
て
い
る
が
、
事
実
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
田
中
博
士
は
、
む
し
ろ
建
武
二

年
系
本
の
ほ
う
を
善
本
と
み
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

佐
伯
・
田
中
の
お
二
人
が
、
戦
後
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

両
碩
学
の
判
断
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
の
が
、
建
武
二
年
系
本
・
延
文
五
年
系
本
の
評
価
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
拠
り
つ
つ
、
建
武
二
年
系
本
・
延
文
五
年
系
本
の
相
違
点
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
四
点
に
整
理
で
き
る
。

①
延
文
五
年
系
本
に
は
、
序
文
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。

②
延
文
五
年
系
本
は
、
右
京
皇
別
の
山
道
真
人
条
か
ら
摂
津
国
皇
別
の
五
字
ま
で
、
こ
の
間
十
三
氏
に
つ
い
て
の
記
載
が
脱
落
し
て
い
る
。

③
延
文
五
年
系
本
は
、
第
二
十
一
巻
が
重
出
し
て
い
る
。

④
巻
第
二
十
一
以
降
の
記
載
に
お
い
て
、
建
武
二
年
系
本
で
「
出
自
」
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
、
延
文
五
年
系
本
（
第
二
十
一
巻
の
重
出
巻

以
下
）
で
は
か
な
り
の
数
「
之
後
」
と
な
っ
て
い
る
。

田
中
博
士
は
、
①
・
②
が
延
文
系
本
の
大
き
な
缺
陥
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
③
・
④
に
あ
げ
た
第
二
十
一
巻
以
降
の
内

容
に
つ
い
て
も
、
建
武
系
本
の
ほ
う
が
原
本
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
点
の
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
（「
姓
氏
録
、
延
良
本
の
出
現

と
菊
亭
本
の
意
義
」『
田
中
卓
著
作
集
』
第
九
巻
〈
前
掲
〉
所
収
）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
判
断
の
も
と
に
、「
新
校
・
新
撰
姓
氏
録
」（『
田
中
卓

著
作
集
』
第
九
巻
〈
前
掲
〉
所
収
）
で
は
、
全
体
と
し
て
は
佐
伯
博
士
の
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
、
第
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二
十
一
巻
以
降
に
つ
い
て
は
、
建
武
二
年
系
本
の
古
写
本
で
あ
る
京
都
大
学
所
蔵
の
菊
亭
文
庫
本
『
新
撰
姓
氏
録
』（
南
北
朝
時
代
末
か
ら

室
町
時
代
初
期
の
書
写
、
小
槻
兼
治
自
署
本
か
）
を
底
本
に
し
、
延
文
系
本
も
併
載
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

で
は
、
い
っ
た
い
、
い
ず
れ
の
見
立
て
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

右
の
①
・
②
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
博
士
ご
自
身
も
、「
延
文
五
年
系
本
の
缺
点
で
あ
る
こ
と
は
辯
護
の
餘
地
が
な
い
」（『
新
撰
姓
氏
録
の

研
究
』
本
文
篇
〈
前
掲
〉
一
二
頁
）
と
、
そ
の
不
備
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
③
・
④
に
つ
い
て
は
「
充
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
、
延
文
五
年
系
本
の
特
徴
で
あ
る
重
出
巻
の
第
二
十
一
巻
か
ら
第
三
十
巻
の
内
容
に
「
顕
著
な
注
目
す
べ
き
特
色
が
あ
る
」
こ
と

に
目
を
向
け
て
お
ら
れ
る
。

「
顕
著
な
注
目
す
べ
き
特
色
」
と
は
、
さ
き
に
も
少
し
ふ
れ
た
が
、「
三
例
」
の
記
載
が
、
建
武
二
年
系
本
の
第
二
十
一
巻
以
降
と
延
文

五
年
系
本
の
第
二
十
一
巻
以
降
の
部
分
と
で
は
大
き
く
異
な
る
点
を
云
う
。
す
な
わ
ち
、
建
武
二
年
系
本
で
「
之
後
」
と
さ
れ
る
も
の
が
、

延
文
五
年
系
本
で
は
か
な
り
の
数
「
出
自
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
表
記
の
ち
が
い
に
つ
い
て
、
田
中
博
士
は
、「
両
様
の
書
法
が
、
初
め
か
ら
あ
つ
た
筈
は
な
い
。
何
れ
か
が
元
で
、
何
れ
か

が
後
に
改
竄
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
」（「
姓
氏
録
、
延
良
本
の
出
現
と
菊
亭
本
の
意
義
」『
田
中
卓
著
作
集
』
第
九
巻
〈
前
掲
〉
所
収
、
二
三
六
頁
）

と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
序
文
の
「
凡
例
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、「
出
自
」
と
「
之
後
」
の
書
法
の
軽
重
は
お
の
ず

か
ら
あ
き
ら
か
だ
と
し
て
、「
自
ら
の
家
系
を
権
威
づ
け
る
た
め
の
工
作
が
行
は
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
之
後
→
出
自
」
の
方
向
で

改
竄
さ
れ
た
と
考
へ
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
逆
に
、「
出
自
」
系
の
氏
族
が
、
故
意
に
「
之
後
」
系
に
改
め
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
常

識
的
に
も
あ
り
え
な
い
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
同
上
、
二
三
六
～
二
三
七
頁
）。
博
士
が
、
校
訂
本
の
作
成
に
あ
た
っ
て
建
武

二
年
系
本
を
重
ん
じ
る
の
も
、
じ
つ
は
、
こ
の
点
が
大
き
な
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
佐
伯
博
士
は
、「
い
わ
ゆ
る
「
三
例
」
を
出
自
の
明
確
さ
の
度
合
い
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
考
え
た
場
合
、
諸
蕃
の

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）

―11―



諸
氏
の
多
く
が
、
延
文
五
年
系
本
で
は
「
出
自
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
」（『
新
撰

姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
〈
前
掲
〉
一
八
頁
）
と
認
め
つ
つ
も
、
じ
つ
は
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
さ
れ
る
。
博
士
の
主
張
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
三
例
」
を
確、

実、

性、

の、

程、

度、

を、

示、

す、

た、

め、

の、

類、

別、

と、

し、

て、

で、

は、

な、

く、

、、

諸、

氏、

を、

配、

列、

す、

る、

の、

に、

必、

要、

な、

本、

枝、

関、

係、

の、

表、

示、

法、

と、

考、

え、

、
そ
う
し
て
「
出
自
」
の
例
を
、「
枝
別
之
宗
」
あ
る
い
は
「
特
立
之
祖
」
か
ら
直
接
系
を
ひ
く
親
近
の
氏
、
す
な
わ
ち

本
宗
の
氏
と
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
支
族
の
少
な
い
諸
蕃
諸
氏
の
性
格
か
ら
み
て
、
そ
の
本
宗
の
多
く
が
「
出
自
」
と
な
っ
て
い
る
の

は
当
然
で
、
こ
の
方
が
原
本
の
ま
ま
を
伝
え
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
延
文
五
年
系
本
の
優
位
性
は
強
固

さ
を
増
す
。（
同
上
、
一
八
頁
。
傍
点
＝
荊
木
）

両
博
士
と
も
に
自
説
を
堅
持
し
、
一
歩
も
引
か
ぬ
構
え
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
説
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

四

『
新
撰
姓
氏
録
』
が
も
と
は
い
ず
れ
か
の
表
記
だ
っ
た
こ
と
は
、
田
中
博
士
の
云
わ
れ
る
と
お
り
で
、
そ
れ
が
伝
写
の
過
程
で
書
き
改

め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
之
後
」
が
「
出
自
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
の
か
、
は
た
ま
た
「
出
自
」
が
「
之
後
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た

の
か
は
、
に
わ
か
に
判
断
し
が
た
い
（
６
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
実
例
を
示
そ
う
。
た
と
え
ば
、
現
在
伝
わ
る
抄
本
の
（
四
四
六
）
多
米
宿
禰
条
に
は
、

多
米
宿
禰
。
同
神
五
世
孫
天
日
鷲
命
之
後
。

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
に
伴
信
友
が
指
摘
し
た
よ
う
に
（「
多
米
宿
禰
本
系
帳
考
附
新
撰
姓
氏
録
本
編
抄
本
考
」
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『
比
古
婆
衣
』
十
四
之
巻
、『
伴
信
友
全
集
』
第
四
巻
〈
国
書
刊
行
会
、
明
治
四
十
四
年
四
月
〉
三
〇
七
頁
）、『
政
事
要
略
』
巻
二
十
六
に
原、

本、

か、

ら、

の、

引、

用、

と
思
し
き
逸
文
が
み
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
、

姓
氏
録
云
。
多
米
宿
禰
。
出
レ
自
二
神
魂
命
五
世
孫
天
日
鷲
命
一
也
。
四
世
孫
小
長
田
。
稚
足
彦
天
皇
謚
成
務

御
世
。
仕
二
奉
大
炊
寮
一。
御

飯
香
美
。
特
賜
二
嘉
名
一。
負
二
朕
御
多
米
一。
六
世
孫
三
枝
連
男
倭
古
連
之
後
。
天
渟
中
原
瀛
真
人
天
皇
謚
天
武
御
世
。
改
賜
二
宿
禰
姓
一。

と
あ
る
。
こ
の
逸
文
は
、
現
行
の
抄
本
が
省
い
た
記
述
を
ふ
く
ん
で
い
る
点
で
も
貴
重
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
抄
本
に
「
同

神
五
世
孫
天
日
鷲
命
之
後
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
原
本
で
は
「
出
レ
自
二
神
魂
命
五
世
孫
天
日
鷲
命
一
也
」
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
点
で
あ

る
。
こ
れ
な
ど
は
、
原
本
に
「
出
自
」
と
あ
っ
た
も
の
を
の
ち
に
「
之
後
」
と
書
き
換
え
た
事
例
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
事
例
も
あ
る
。
田
中
博
士
が
『
古
葉
略
類
聚
抄
』
巻
十
（
７
）か

ら
見
出
さ
れ
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
に
は
、

姓
氏
録
云
。
出
二
百
済
国
一。
応
神
天
皇
御
代
初
帰
化
。
七
世
孫
。
衣
古
之
裔
孫
。
中
石
男
。
斉
明
天
皇
御
代
。
賜
二
宇
努
首
一。
男
。

正
六
位
上
男
人
。
云
々
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
和
国
諸
蕃
の
（
九
四
九
）
宇
努
首
条
の
逸
文
で
あ
る
。
表
記
は
い
さ
さ
か
崩
れ
て
い
る
が
、
現
行
抄
本
に
は
な

い
記
述
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
、『
新
撰
姓
氏
録
』
原
本
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
国
書
逸
文
研
究
会
編
『
新
訂
増
補
国
書
逸
文
』〈
国
書
刊
行
会
、
平
成
七
年
二
月
〉
の
小
野
一
之
執
筆
「
姓
氏
録
」
の
項
も
参
照
）。

こ
の
部
分
は
、
延
文
五
年
系
本
で
は
「
宇
奴
首
。
出
レ
自
二
百
済
国
君
男
、
弥
奈
曽
富
意
弥
一
也
」
と
「
出
自
」
形
式
で
書
く
が
、
建
武

二
年
系
本
で
は
「
宇
奴
首
。
同
国
君
男
、
弥
奈
曽
富
意
弥
之
後
也
」
と
な
っ
て
お
り
、「
之
後
」
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
抄
本
の
比

較
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
だ
が
、『
古
葉
略
類
聚
抄
』
所
引
の
逸
文
が
原
本
系
の
写
本
か
ら
の
引
用
だ

と
す
る
と
、
そ
こ
に
「
出
二
百
済
国
一。」（「
出
」
は
、
田
中
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
出
自
」
の
「
自
」
を
逸
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
と
あ
る
の
で
、

原
本
は
「
出
自
」
形
式
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
多
米
宿
禰
は
第
十
四
巻
収
録
の
氏
族
だ
が
、
こ
ち
ら
は
第
二
十
六
巻
の
氏
族

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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だ
か
ら
、
第
二
十
一
巻
以
降
に
お
い
て
も
、
原
本
に
「
出
自
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、「
之
後
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
証

拠
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
序
が
「
之
後
」
を
「
事
狐
疑
に
渉
る
」
ケ
ー
ス
と
説
明
し
て
い
る
以
上
、「
之
後
」
は
「
出
自
」
よ
り
も
史
料
的
根
拠
に

乏
し
い
場
合
に
用
い
る
書
法
と
云
え
る
。
こ
の
点
は
、
田
中
博
士
の
主
張
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
主
張
は
、
あ
く
ま
で
序
の
「
凡
例
」
が
存
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ

う
に
、
延
文
五
年
系
の
写
本
に
は
序
が
な
い
の
で
あ
る
（
８
）。「

三
例
」
の
書
き
分
け
の
根
拠
を
示
す
「
凡
例
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、「
出
自
」

が
「
之
後
」
よ
り
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
読
み
手
に
伝
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
、
当
時
、「
出
自
」
形
式
に
よ
る
記
載
が
「
名
誉
の
称
呼
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
な
ら
、「
凡
例
」
の
有
無
は
関
係
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
日
本
後
紀
』
以
下
の
国
史
に
は
（『
新
撰
姓
氏
録
』
原
本
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
完
成
し
た
『
続
日
本
紀
』
は
除
外
）
夥
し
い
数
の
改

賜
姓
記
事
が
み
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
「
出
自
」「
之
後
」
な
ど
、
じ
つ
に
多
様
な
表
記
に
よ
っ
て
祖
先
を
示
し
た
例
が
み
ら

れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
別
し
て
、
①
「
枝
別
（
之
別
・
別
祖
）」、
②
「
苗
裔
（
裔
・
裔
孫
）」、
③
「
出
自
」、
④
「
同
祖
（
同
族
）」、
⑤
「
之

後
」、
⑥
「
其
先
―
国
人
」、
と
い
う
六
種
の
表
記
に
分
類
で
き
る
（
⑥
「
―
国
人
」
は
、
い
わ
ゆ
る
諸
蕃
の
み
に
限
定
さ
れ
る
特
殊
な
書
式
だ
が
、

い
ち
お
う
表
記
方
法
の
一
つ
に
ふ
く
む
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
を
仔
細
に
点
検
し
て
も
、
と
く
に
「
出
自
」
様
式
が
権
威
の
あ
る
記
述
だ
と

云
う
徴
証
は
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、「
三
例
」
の
原
則
が
一
般
に
も
通
用
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。

詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
（
９
）、『

日
本
後
紀
』
以
下
の
史
書
で
は
、「
出
自
」
の
三
十
例
に
対
し
、「
之
後
」
は
七
十
八
例
と
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
は
、『
日
本
後
紀
』
以
降
の
時
代
に
あ
っ
て
は
（
そ
れ
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
抄
本
が
流
布
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
る
）、
む
し
ろ
、「
之
後
」

に
よ
る
出
自
記
載
の
ほ
う
が
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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さ
て
、
そ
う
な
る
と
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
抄
出
・
筆
写
の
段
階
で
、
田
中
博
士
の
想
定
と
は
逆
に
、「
出
自
」
→
「
之
後
」
の
方
向
で

書
き
換
え
の
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
意
図
的
な
改
竄
な
ど
で
は
な
く
、
当
時
の
筆

法
に
し
た
が
っ
た
、
き
わ
め
て
自
然
な
書
き
換
え
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
建
武
二
年
系
本
の
「
之
後
」
が
、
延
文
五
年
系
本
で
は
こ、

と、

ご、

と、

く、

「
出
自
」

に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
百
済
を
例
に
と
る
と
、
た
し
か
に
延
文
五
年
系
本
で
は
「
出
自
」
と

な
っ
て
い
る
も
の
が
、
か
な
り
の
数
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、（
七
九
二
）
飛
鳥
部
を
は
じ
め
建
武
二
年
系
本
と
お
な
じ
く
、「
之
後
」
の

ま
ま
の
も
の
も
、
十
三
氏
存
在
し
て
い
る
。
と
く
に
、（
八
八
七
）
飛
鳥
部
造
（
右
京
諸
蕃
下
）
が
建
武
二
年
系
本
で
「
飛
鳥
戸
造
。
同
国
比

有
王
之
後
也
」
と
あ
る
も
の
が
、
延
文
五
年
系
本
で
は
「
飛
鳥
戸
造
。
出
レ
自
二
百
済
国
比
有
王
一
也
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、（
一
〇
三
九
）

飛
鳥
戸
造
（
河
内
国
諸
蕃
）
で
は
と
も
に
「
之
後
」
で
あ
る
。
意
図
的
な
改
竄
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
こ
ち
ら
も
書
き
換
え
ら
れ
て

然
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
な
ど
は
、「
出
自
」
→
「
之
後
」
と
い
っ
た
改
竄
を
想
定
す
る
立
場
か
ら
は
、
説
明
が

む
つ
か
し
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
二
種
の
写
本
に
つ
い
て
、
田
中
博
士
の
研
究
を
も
と
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
け
る
「
出
自
」「
同
祖
之
後
」「
之
後
」
と
い
う
書
き
分
け
に
つ
い
て
は
、
本
枝
の
関
係
を
軸

に
氏
族
間
の
親
疎
を
あ
ら
わ
す
た
め
の
基
準
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
く
、
序
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
基
準
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
編

者
は
な
ん
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
書
き
分
け
を
お
こ
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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し
か
し
な
が
ら
、
国
史
の
改
賜
姓
記
事
で
は
、「
出
自
」
が
「
之
後
」
よ
り
も
由
緒
の
正
し
い
場
合
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
と
い

う
徴
証
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
新
撰
姓
氏
録
』
序
に
い
う
「
出
自
」
と
「
之
後
」
の
表
記
の
ち
が
い
は
、
あ
く
ま
で
同
書
で

の
み
通
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
普
遍
的
な
区
分
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国
史
で
は
「
之
後
」
の
例
の
ほ
う
が
多

数
を
占
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
む
し
ろ
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
一
般
的
な
表
記
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
、『
新

撰
姓
氏
録
』
抄
本
の
写
本
、
と
く
に
第
二
十
一
巻
以
降
で
喰
い
違
い
の
多
い
「
出
自
」
と
「
之
後
」
は
、「
出
自
」
→
「
之
後
」
の
方
向

で
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
判
断
は
、
田
中
博
士
の
年
来
の
主
張
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
佐
伯
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
（
10
）。

田
中
博
士
の
、
拙
論
へ
の
所
感
を
も
は
や
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
惜
し
む
べ
き
こ
と
だ
が
、
博
士
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

注
（
１
）
阿
部
野
高
・
社
事
短
の
勤
務
期
間
の
こ
と
は
、
博
士
の
著
書
等
に
も
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な
い
。
唯
一
、
社
事
短
時
代
に
、
寮
監
を
兼
務
し
、
寮
監

室
に
起
居
し
、
そ
こ
で
風
土
記
研
究
会
な
ど
の
例
会
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
た
だ
、
筆
者
は
、
偶
然
の
機
会
に
、
阿
部

野
高
時
代
の
博
士
の
同
僚
で
、
の
ち
に
英
知
大
学
教
授
を
務
め
ら
れ
た
Ｍ
氏
の
知
遇
を
得
た
。
ま
た
、
前
任
校
の
四
條
畷
学
園
女
子
短
期
大
学
で
同

僚
だ
っ
た
Ｆ
氏
は
、
社
事
短
時
代
の
田
中
博
士
の
教
え
子
で
あ
っ
た
。
両
氏
の
談
話
か
ら
、
両
校
勤
務
時
代
の
博
士
に
つ
い
て
も
多
少
知
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
と
く
に
、
阿
部
野
高
退
職
の
経
緯
な
ど
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
だ
が
、
小
文
と
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。

（
２
）
著
作
集
の
こ
の
巻
に
つ
い
て
は
、
①
「
田
中
卓
著
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』」（『
皇
學
館
論
叢
』
二
九
―
六
、
平
成
八
年
四
月
）
で
、
同
巻
収
録
の
「
新
校
・

新
撰
姓
氏
録
」
を
中
心
に
私
見
を
の
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
筆
者
は
、『
田
中
著
作
集
』
の
正
篇
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
書
評
以
外
に
も
、
紹
介
・
書
評
の
筆
を
執
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
②
「『
田
中
卓
著
作
集
』
全
十
一
巻
（
十
二
冊
）
を
読
む
」（『
藝
林
』
四
八
―
一
、
藝
林
会
、
平
成
十
一
年
一
月
）
に
お
い
て
全
体
的
な
得
失
を
論
評
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し
た
ほ
か
、
個
別
に
は
、
③
「
紹
介
と
解
説
『
田
中
卓
著
作
集
』
第
十
巻
」（『
皇
學
館
論
叢
』
二
六
―
五
、
皇
學
館
大
学
人
文
学
会
、
平
成
五
年
十
月
）・
④
「『
田

中
卓
著
作
集
』
第
11
―
Ⅰ
巻
」（
同
上
二
八
―
一
、
平
成
七
年
二
月
）
で
も
第
九
巻
・
第
11
―
Ⅰ
巻
の
二
冊
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
ほ
か
に
、
評

論
集
第
三
巻
と
続
編
の
第
六
巻
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
⑤
「
田
中
卓
評
論
集
３
『
祖
国
再
建
』〈
建
国
史
を
解
く
正
統
史
学
〉
を
読
む
」（『
藝
林
』

五
六
―
一
、
藝
林
会
、
平
成
十
九
年
四
月
）・
⑥
「『
続
・
田
中
卓
著
作
集
』
第
六
巻
に
寄
せ
て
」（
同
上
四
六
―
一
四
、
平
成
七
年
二
月
）
と
い
う
書
評
も
執

筆
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
③
は
「
田
中
卓
著
『
古
典
籍
と
史
料
』
に
つ
い
て
」
と
改
題
し
て
拙
著
『
古
代
史
研
究
と
古
典
籍
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
平
成

八
年
九
月
）
に
、
ま
た
、
①
・
②
・
④
・
⑤
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
拙
著
『
記
紀
と
古
代
史
料
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
年
二
月
）
の
第
Ⅲ
篇
「
学

史
上
の
人
々
と
そ
の
著
作
」
に
収
録
し
た
の
で
（
①
は
「
田
中
卓
博
士
の
氏
族
系
譜
研
究
―
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
―
」、
④
は
「
田
中
卓
博

士
の
神
道
史
研
究
―
『
田
中
卓
著
作
集
』
第
十
一
―
Ⅰ
巻
を
読
ん
で
―
」
と
改
題
）、
ご
参
照
た
ま
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
３
）
小
論
で
『
新
撰
姓
氏
録
』
を
引
用
す
る
場
合
、
建
武
二
年
系
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
代
表
的
な
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
菊
亭
文
庫
本
や
西

尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
柳
原
本
に
よ
り
、
延
文
五
年
系
本
の
場
合
は
、
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
度
会
延
良
本
と
神
宮
文
庫
所
蔵

の
御
巫
清
直
本
に
よ
っ
た
。
な
お
、
延
文
五
年
系
本
で
云
う
と
こ
ろ
の
初
出
巻
と
は
、
度
会
延
良
本
と
御
巫
清
直
本
に
重
出
す
る
第
二
十
一
巻
の
初

出
の
巻
を
指
し
、
後
出
巻
と
は
、
そ
の
重
出
の
ほ
う
を
云
う
。
た
だ
し
、
た
ん
に
「
第
二
十
一
巻
以
降
」
な
ど
と
記
す
ケ
ー
ス
は
、
重
出
巻
の
第

二
十
一
巻
以
降
の
意
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
４
）
菊
亭
文
庫
本
は
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
前
期
に
か
け
て
の
、
現
存
最
古
の
写
本
。
田
中
博
士
は
、
こ
の
写
本
の
み
「
判
」
の
字
が
な
い
こ
と

か
ら
、
小
槻
兼
治
の
自
署
本
と
推
測
（「
姓
氏
録
、
延
良
本
の
出
現
と
菊
亭
本
の
意
義
」『
田
中
卓
著
作
集
』
第
九
巻
〈
前
掲
〉
所
収
）。
た
だ
し
、
原
本
は
現
存

せ
ず
、
佐
伯
博
士
も
田
中
博
士
も
、
つ
い
に
原
本
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
。
佐
伯
博
士
は
、『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
拾
遺
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
平

成
十
三
年
八
月
）
の
「
序
」
に
お
い
て
「
私
が
昨
年
（
平
成
十
二
年
）
十
一
月
末
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
を
訪
れ
て
、
現
に
当
本
が
無
事
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
え
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
博
士
は
原
本
を
手
に
と
っ
て
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
。

（
５
）
餘
談
だ
が
、
こ
の
と
き
の
研
究
発
表
を
聴
い
て
お
ら
れ
た
聴
衆
の
一
人
に
、
朝
鮮
古
代
史
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
和
歌
山
大
学
教
授
の
村
上

田
中
卓
博
士
と
『
新
撰
姓
氏
録
』（
荊
木
）
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四
男
先
生
が
お
ら
れ
た
。
村
上
先
生
は
、
こ
の
発
表
を
聴
い
て
田
中
博
士
の
卓
越
し
た
才
能
を
見
抜
き
、
そ
の
後
の
研
究
に
注
目
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、
博
士
の
『
古
代
天
皇
の
秘
密
』（
太
陽
企
画
出
版
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
ろ
、
村
上
先
生
の
ご
自
宅
で
う
か
が
っ
た
直
話

で
あ
る
。

（
６
）
以
下
は
、
拙
稿
「『
新
撰
姓
氏
録
』
の
出
自
記
載
を
め
ぐ
っ
て
」（『
塚
口
義
信
博
士
古
稀
記
念
日
本
古
代
学
論
叢
』〈
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
〉

所
収
）
や
、
近
く
発
表
予
定
の
小
口
雅
史
先
生
の
還
暦
記
念
論
集
に
寄
稿
し
た
「『
新
撰
姓
氏
録
』
抄
本
を
め
ぐ
る
問
題
―
「
三
例
」
の
記
載
を
め
ぐ
っ

て
―
」
で
論
述
し
た
こ
と
と
一
部
重
複
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

（
７
）『
古
葉
略
類
聚
抄
』
は
著
者
・
成
立
年
代
と
も
に
不
明
だ
が
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
の
奥
書
を
も
つ
古
写
本
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
を
溯
る

こ
と
は
確
実
で
、
田
中
氏
は
「
平
安
時
代
末
以
降
、
鎌
倉
時
代
中
葉
以
前
の
成
立
」
と
み
て
ら
れ
る
（「『
新
撰
姓
氏
考
証
』
の
解
題
」
神
道
大
系
古
典
編
六

『
新
撰
姓
氏
録
』〈
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
〉
所
収
、
の
ち
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』〈
前
掲
〉
所
収
、
二
〇
二
頁
）。

（
８
）
こ
う
し
た
脱
落
が
、
い
つ
の
段
階
か
ら
生
じ
た
の
か
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
延
文
五
年
系
本
を
代
表
す
る
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
度

会
延
良
本
と
神
宮
文
庫
所
蔵
の
御
巫
清
直
本
に
は
す
で
に
序
が
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
は
か
な
り
は
や
い
時
期
か
ら
延
文
五
年
系
の
写
本
に
は
序
が

備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
再
度
の
撰
進
の
際
に
あ
ら
た
め
て
上
表
が
附
さ
れ
た
の
で
、
初
撰
時
の
序
は
不
要
と
判
断
さ
れ
、

転
写
の
際
に
削
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
前
掲
「『
新
撰
姓
氏
録
』
抄
本
を
め
ぐ
る
問
題
―
「
三
例
」
の
記
載
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
参
照
。

（
10
）
た
だ
し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
云
え
ば
、
筆
者
は
、
部
分
的
に
は
建
武
二
年
系
本
が
延
文
五
年
系
本
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

建
武
二
年
系
本
の
価
値
を
ま
っ
た
く
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
最
古
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
写
本
と
し
て
、
尊
重
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
と

み
て
い
る
。

（
い
ば
ら
き

よ
し
ゆ
き
・
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
）
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